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開催
年度 議題 地区 議題内容 所管課 回答概要 進捗状況（H２４年度末現在） 進捗状況（H２５年度末現在） 進捗状況（H２６年度末現在）

地区振
興計画

H25当
初予算

H26当
初予算

H27当
初予算

事業
完結分

Ｈ24 １ 副田
雇用促進住宅（立山）・市営住宅
（立石）について

建築住宅課

　平成２２年度に薩摩川内市公営住宅等長寿
命化計画を策定した。この計画に基づき、入
来地域には２ヶ所の雇用促進住宅があるが、
このうち立石住宅近く入来宿舎については、
政策空家住宅の指定をしてある立石市営住宅
等３市営住宅の代替え住宅として位置付けて
おり、雇用促進住宅を管理している「独立法
人　高齢・障害・求職者雇用支援機構」から
譲渡を受け、市営住宅として運営していく計
画である。
　厳しい財政事情もあるが、老朽化が進んで
いる立石住宅の居住環境を考慮すると、なる
べく早い時期に実現できるように検討してま
いりたい。現在は機構と協議をしているとこ
ろである。なお、市営の立石住宅について
は、雇用促進住宅を取得し、市営住宅として
運営後に取り壊すことになると考えている。

　平成２２年度に薩摩川内市公営住宅等
長寿命化計画を策定した際、入来宿舎の
取り扱いについては、地元のコミュニ
ティ協議会の方々と協議した結果、購入
する方針とした。
　入来の雇用促進住宅について、周辺の
立石住宅・池頭住宅・中須住宅の用途廃
止等に伴う代替住宅として取得すること
とし、この方針に基づき、平成２５年度
の総合計画実施計画において、川内宿舎
と入来宿舎の購入について予算化された
ところである。

　今後、独立行政法人「高齢・障害・求
職者雇用支援機構」との売買契約に関す
る協議を行い、全棟の１階と、２ＤＫタ
イプの２階について住宅内部の改修を実
施したうえで、平成２６年４月から入居
開始し、全棟の３階までについては、平
成２６年７月までに改修を終了し、８月
以降の入居開始を計画している。

　４～５階については、入居状況を見な
がら段階的に整備した上で、入居者募集
を行っていきたい。

　25年10月に購入の仮契約を締結し、
議会の議決を受け、26年1月1日より市
の所有となった。

　25年10月、立石住宅入居者に対し説
明会を行い、移転の希望を徴したところ
である。
　実際の住替えについては、内部改修完
了後、8月を目途に案内する予定であ
る。

　平成２６年９月１日から新規入居者も
含め、供用開始した。
　その後も随時、入居者募集中である。

○ ○ ○

Ｈ24 ２ 清色
「入来麓地区伝統的建造物群保存地
区」を核とした地域活性化への取り
組みについて

文化課

　合併以来、清色城跡と入来麓の一体となっ
た整備を進めている。伝建地区では、文化庁
の事業で実施した建物・石垣等の修理修景だ
けでなく、国土交通省の事業も活用して、景
観等の整備を進めたい。全体的な整備には期
間を要するので、平成２２年度から、観光客
等が歴史を学ぶなどする、観光交流施設とし
て、旧増田家住宅の整備をしている。トイレ
なども本年度中に完成する。旧増田家住宅で
は、屋敷の構造や麓の映像などを紹介し、特
産品等の販売を考えている。
　平成２５年５月２２日から３日間、伝建地
区の国選定１０周年と旧増田家住宅竣工を記
念して「第３５回全国伝統的建造物群保存地
区協議会総会・研修会」を本市で開催する。
全国の伝建地区等から約３００名が参加され
るので、本市をＰＲしたい。従来、伝建地区
保存会を中心とした活動であったが、この総
会等開催を機に、清色地区コミだけでなく、
入来地域の５地区コミの協力をお願いし、１
０～１１月に実行委員会を組織する中で、関
係団体等と行政が一体となって、対応した
い。伝建地区のみでなく、入来地域全体の起
爆剤として再出発する機会としたい。

平成25年5月22日から24日に
かけて開催される全国伝統的建造
物群保存地区協議会総会・研修会
について、実行員会を組織し、案
内部会、おもてなし部会、観光シ
ティセールス部会の3部会を設
け、地元関係者等を中心に内容を
検討している。この総会・研修会
について、入来5地区コミも参加
しており、入来地域の起爆剤にな
るようにおみやげの新開発なども
検討されている。
この総会を機に旧増田家住宅を拠
点施設として位置づけ、地域活性
化へつなげていきたい。

○

Ｈ24 ２ 清色
「入来麓地区伝統的建造物群保存地
区」を核とした地域活性化への取り
組みについて

観光･ｼﾃｨｾｰﾙ
ｽ課

　５月に開催される全国伝統的建造物群保存
地区協議会総会を機会ととらえ、実行委員会
と連携し、入来伝建地区をはじめ入来町、薩
摩川内市の「旅」、「食」、「品」を全国へ
発信したい。本年度の伝建地区の具体的な取
り組みとしては、県の事業を活用して、県内
で武家屋敷のある出水市、南九州市、薩摩川
内市の伝統的建造物群保存地区を売り出すポ
スター・パンフレットの作成や３市での広域
スタンプラリーを企画している。来年度、旧
増田邸の完成に併せて、入来地区で「武家屋
敷サミット」を予定。３市連携して地域の特
色を生かした歴史ゾーンを市内外へアピール
したい。
　観光協会では、市外・県外の旅行会社に、
本市の旅行商品造成事業に取り組んでいる。
薩摩川内市グリーン・ツーリズム推進協議会
では、県外から修学旅行生の受け入れに積極
的に取り組んでおられる。当入来地区におい
ては、約２００名の中・高校生が体験に訪れ
ている。来年度は、旧増田邸の完成に合わせ
た新たなコース設定などについて、ボランテ
イア組織団体と検討してまいりたい。中世の
趣を残す伝建地区を核とした歴史文化コース
を観光の目玉として、地域の活性化を目指し
たい。

本年度は、県の事業を活用して、
県内で武家屋敷のある出水市、南
九州市、薩摩川内市の伝統的建造
物群保存地区を売り出すポス
ター・パンフレットの作成や３市
での広域スタンプラリーやモニ
ターツアーを実施した。
また、平成２５年度は５月に開催
される全国伝統的建造物群保存地
区協議会総会を機会ととらえ、実
行委員会と連携し、薩摩川内市の
「旅」、「食」、「品」を全国へ
発信したい。また、旧増田家公開
住宅に併せて、入来地区で３市に
よる「武家屋敷サミット」を開催
し市内外へアピールしたい。

　５月２２日（水）に開催した全
国伝統的建造物群保存地区協議会
時に、観光物産協会、商工会、地
区コミュニティ協議会等が特産品
等を出展し販売を通して情報発信
を行った。
　８月３日（土）、武家屋敷サ
ミット2013を開催した。伝統的
建造物群保存地区を保有する本市
を含む、南九州市、出水市の３市
で武家屋敷群を中心とした広域的
な観光を展開することを目的とし
て、各市の取組み等の情報交換・
共有を行った。
　また、県事業を活用し、３地区
を巡るモニターツアーを３回実施
した。さらに、３地区の周遊性を
さらに高めるために、共同のリー
フレットを作成した。

○
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開催
年度 議題 地区 議題内容 所管課 回答概要 進捗状況（H２４年度末現在） 進捗状況（H２５年度末現在） 進捗状況（H２６年度末現在）

地区振
興計画

H25当
初予算

H26当
初予算

H27当
初予算

事業
完結分

Ｈ24 ３ 朝陽

　林産物の利活用と地域活性化手法

昭和４０年代初期までは、多くの
林産物(杉・檜・雑木・竹・山菜等)
が、利活用され、それらの植林・伐
採・加工・販売等に従事し山間地域
の生活を支えてきたが、需要・価
格・経済等の変化により、現在で
は、タケノコ・孟宗竹のチップ・竹
紛・竹酢及び木酢等の非常に少ない
利活用で、しかも林業に従事者も極
僅かである。

従って、林産物の積極的な活用
(利潤ある需要拡大)に取り組む事に
より、林業従事者の確保(過疎高齢
者対策)山間地域の経済的効果さら
には、鳥獣被害防止策にも成り得る
と考える。

例えば、木材燃料ペレット生産
(自然エネルギー)等関係者検討を進
めたいので、御支援をお願いするも
のである。

林務水産課

　一般的に木質バイオマスという言い方をし
ているようであるが、今御指摘のあったペ
レット、チップ等について、森林の資源の有
効活用という観点で、数年前から脚光を浴び
てきている。
　聞くところによると、県の方でも今年の春
に「木質バイオマス利用研究会」を立ち上げ
る動きがあるという報道があった。これは林
業者だけでなく、行政、チップ業者も含めた
研究会である。これは鹿児島県全体の木質バ
イオマスの実現に向けて研究を進めるという
ものであるが、未だに県の研究会も立ち上
がっていない状況である。
　木質バイオマスについては、御指摘にも
あったように、場合によっては雇用の拡大、
森林資源の有効活用とか、鳥獣被害の防止等
様々な効果が期待される。私共薩摩川内市に
おいても、はっきり申し上げて、木質バイオ
マスの研究は進んでいないし、これからであ
る。地元の方で、今回、取り組みたいとのこ
とであるので、最初は情報の収集や提供等の
形になるかもしれないが、一緒になって勉
強・研究させていただければ大変有難いと考
えている。

   森林資源を活用した木質ペレッ
ト生産を柱とした事業内容で国庫
補助事業の申請を行ったが不採択
となった。
   今後も地域で検討していくので
あれば市も参加させて頂き勉強さ
せていただきたい。

○

Ｈ24 ３ 朝陽

　林産物の利活用と地域活性化手法

昭和４０年代初期までは、多くの
林産物(杉・檜・雑木・竹・山菜等)
が、利活用され、それらの植林・伐
採・加工・販売等に従事し山間地域
の生活を支えてきたが、需要・価
格・経済等の変化により、現在で
は、タケノコ・孟宗竹のチップ・竹
紛・竹酢及び木酢等の非常に少ない
利活用で、しかも林業に従事者も極
僅かである。

従って、林産物の積極的な活用
(利潤ある需要拡大)に取り組む事に
より、林業従事者の確保(過疎高齢
者対策)山間地域の経済的効果さら
には、鳥獣被害防止策にも成り得る
と考える。

例えば、木材燃料ペレット生産
(自然エネルギー)等関係者検討を進
めたいので、御支援をお願いするも
のである。

農政課
林務水産課

　一般的に木質バイオマスという言い方をし
ているようであるが、今御指摘のあったペ
レット、チップ等について、森林の資源の有
効活用という観点で、数年前から脚光を浴び
てきている。
　聞くところによると、県の方でも今年の春
に「木質バイオマス利用研究会」を立ち上げ
る動きがあるという報道があった。これは林
業者だけでなく、行政、チップ業者も含めた
研究会である。これは鹿児島県全体の木質バ
イオマスの実現に向けて研究を進めるという
ものであるが、未だに県の研究会も立ち上
がっていない状況である。
　木質バイオマスについては、御指摘にも
あったように、場合によっては雇用の拡大、
森林資源の有効活用とか、鳥獣被害の防止等
様々な効果が期待される。私共薩摩川内市に
おいても、はっきり申し上げて、木質バイオ
マスの研究は進んでいないし、これからであ
る。地元の方で、今回、取り組みたいとのこ
とであるので、最初は情報の収集や提供等の
形になるかもしれないが、一緒になって勉
強・研究させていただければ大変有難いと考
えている。

 未利用間伐・廃材を利用した木
質ペレット等を主に熱利活用とす
るバイオマス（生物性由来の有機
資源）については、バイオマス活
用推進基本計画法第２１条に係る
バイオマス活用推進基本計画策定
を鹿児島県はH24年１月に策定
し、同年7月27日に「かごしま
木質バイオマスエネルギー利用研
究会」を立ち上げたところであ
る。また、それに伴う県内の森林
組合及びチップ業者を交えた原料
供給協議会をH２４年度中に３回
実施計画の状況である。
　本市においては、「薩摩川内市
次世代エネルギービジョン」を策
定し、その中で、バイオマスにつ
いても、太陽光、風力、水力など
と同様に、次世代エネルギーの重
要なエネルギーのひとつと位置づ
けている。
今後、バイオマスについては、本
市農林水産力の向上のなかで、
様々な方策を研究していきたい。

   平成24年度で要望していた過
疎集落等自立再生緊急対策事業は
不採択になった。
   本年度は、市で講師依頼をし地
域で木質エネルギーについての学
習会を２回開催したところであ
る。今後も地域からの要望があれ
ば協力して参りたい。

○

Ｈ24 ３ 朝陽

　林産物の利活用と地域活性化手法

昭和４０年代初期までは、多くの
林産物(杉・檜・雑木・竹・山菜等)
が、利活用され、それらの植林・伐
採・加工・販売等に従事し山間地域
の生活を支えてきたが、需要・価
格・経済等の変化により、現在で
は、タケノコ・孟宗竹のチップ・竹
紛・竹酢及び木酢等の非常に少ない
利活用で、しかも林業に従事者も極
僅かである。

従って、林産物の積極的な活用
(利潤ある需要拡大)に取り組む事に
より、林業従事者の確保(過疎高齢
者対策)山間地域の経済的効果さら
には、鳥獣被害防止策にも成り得る
と考える。

例えば、木材燃料ペレット生産
(自然エネルギー)等関係者検討を進
めたいので、御支援をお願いするも
のである。

新エネル
ギー対策課
林務水産課

　一般的に木質バイオマスという言い方をし
ているようであるが、今御指摘のあったペ
レット、チップ等について、森林の資源の有
効活用という観点で、数年前から脚光を浴び
てきている。
　聞くところによると、県の方でも今年の春
に「木質バイオマス利用研究会」を立ち上げ
る動きがあるという報道があった。これは林
業者だけでなく、行政、チップ業者も含めた
研究会である。これは鹿児島県全体の木質バ
イオマスの実現に向けて研究を進めるという
ものであるが、未だに県の研究会も立ち上
がっていない状況である。
　木質バイオマスについては、御指摘にも
あったように、場合によっては雇用の拡大、
森林資源の有効活用とか、鳥獣被害の防止等
様々な効果が期待される。私共薩摩川内市に
おいても、はっきり申し上げて、木質バイオ
マスの研究は進んでいないし、これからであ
る。地元の方で、今回、取り組みたいとのこ
とであるので、最初は情報の収集や提供等の
形になるかもしれないが、一緒になって勉
強・研究させていただければ大変有難いと考
えている。

平成24年度総務省補正予算の過
疎集落等自立再生緊急対策事業補
助を活用して、木質ペレット生産
事業を実施すべく県へ事業計画書
を提出し協議を行っているところ
である。
なお、事業内容は、木質ペレット
を製造する機械を導入して、間伐
作業から製造・販売に至る雇用に
つなげ、併せて農産物・林産物の
販売や体験交流を通じて地域活性
化を図るものである。

   平成24年度で要望していた過
疎集落等自立再生緊急対策事業は
不採択になった。
   本年度は、市で講師依頼をし地
域で木質エネルギーについての学
習会を２回開催したところであ
る。今後も地域からの要望があれ
ば協力して参りたい。

○
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開催
年度 議題 地区 議題内容 所管課 回答概要 進捗状況（H２４年度末現在） 進捗状況（H２５年度末現在） 進捗状況（H２６年度末現在）

地区振
興計画

H25当
初予算

H26当
初予算

H27当
初予算

事業
完結分

Ｈ24 ４ 大馬越 コミュニティセンター改修について
コミュニ
ティ課

　平成２５年度に向けて、修繕必要箇所の照
会を地区コミへお願いしているところであ
る。ただし、予算にも限りがあることから、
要望箇所の現場を担当職員が確認をした上
で、危険性・緊急性・重要性等を勘案・決定
し、対応してきており、４８地区から多く寄
せられる要望、全てに対して、また、単年度
でお応えできていないことは、是非、御理解
いただきたい。今回、この議題にある修繕要
望箇所について、現場において、畳の傷み、
バリアフリー（段差解消）の必要性等につい
ては、私の方でも直接確認させていただいて
いる。
　なお、要望にあるトイレのウォシュレット
化に関しては、本庁・８支所及び４８の地区
コミュニティセンターの全てにおいて、設置
できていないので、この点については、今後
の公共施設における検討課題とさせていただ
ければと考えている。
　

回答と同様 回答と同様
　４８地区コミの要望を確認し、
危険性、緊急性、重要性を勘案し
対応していきたい。

○

Ｈ24 ４ 大馬越 コミュニティセンター改修について 農政課

　農政課所管の加工施設は市内に全部で８箇
所ある。各施設、加工機器ともに老朽化によ
り、使用に支障がある場合、使用頻度、安全
性等を考慮しながら、施設・厨房機器の修
繕、また、新規購入を行っている。
　大馬越農村研修館では、平成２１年度足踏
式王冠打栓機の買換えの外、今年度平成２４
年度は、みそ加工時に使用する攪拌機の予算
を措置し、現在購入に向けて準備中である。
いずれにしろ、今回議題としていただいた内
容については、改めて現場を確認の上、緊急
性・必要性、そして全体予算を勘案して、対
応させていただきたい。また、実施する場合
も先程も申し上げたとおり、複数年かけて実
施していくこともあるので、この点を是非御
理解いただきたい。

加工施設、加工機器の改修につい
ては全体予算の中で必要性・緊急
性を勘案して対応していきたい。

  加工施設、加工機器の改修につ
いては全体予算の中で、緊急性・
必要性を勘案して対応していきた
い。

　加工施設・加工機器の改修につ
いては、全体予算の中で、緊急
性、必要性を勘案して対応してい
きたい。
　平成２６年度にボイラーの老朽
化による改修工事の要望があった
ことから、平成２７年度当初予算
に計上し、年度当初に対応したと
ころである。

○

Ｈ24 ５ 八重 市道八重線の突角除去工事 建設維持課

　市道八重線については、国道３２８号と八
重地区を結ぶ路線であるが、説明文にもある
ように、道路幅員も狭くカーブも多いことか
ら、養鶏農場等への飼料等を搬入や製品の搬
出する大型車輌等との離合に大変苦労されて
いると考えている。
　今回、４箇所の突角除去工事の要望を出し
ていただき、私も現地を確認させていただい
た。このうち、優先順位①の箇所について
は、現地を見ると、カーブ進入時から急に狭
くなっており、非常に危険な箇所である思わ
れる。従って、地権者方の同意が得られれ
ば、実施に向けて年度内に測量設計ができれ
ばと考えている。
　また、他の３箇所につきましては、最低限
でも視距ができるように、例えば、突角部分
の地山の切り取りや削り、立木（杉が生えて
いるが）の伐採等で対応できないか。いずれ
にしろ、同意等が必要なため、地権者の方々
を含め、関係者の方々と調整をさせていただ
きたいと考えている。従って、地区コミュニ
ティ協議会の皆様方にも御協力をよろしくお
願いしたい。

草渡側1箇所については、測量設
計を実施。

　測量設計済の１箇所の工事を実
施した。

　残りの3箇所について、地元の
調整が進まず未着手である。

Ｈ24
その
他

八重 　竹林事業の助成について 林務水産課 検討したい H25年度で予算計上済 ○ ○

Ｈ24
その
他

副田

　将来的に、「あぜろ湯」、「柴垣
湯」という大きな施設ができるわけ
であるが、これらについても、今と
同じような考えでおられるのか。そ
れとも、このような良い設備を作っ
ていただくわけであるが、別個の独
立した指定管理制度を考えてもらえ
るのか。

水道管理課
上水道課

　現在、どのように作って、今の「あぜろ
湯」、「柴垣湯」の形態をどのように活かし
ていくかを検討、設計を今後進めていくこと
をやっている。まだ、最終的に利用料金等を
含めたものまで、出来上がっていない。この
ようなものが、まとまった段階で、対応の仕
方、直営でするのか、指定管理者でするのか
の経営形態まで含めて検討させていただきた
い。

回答概要に同じ

　新公衆浴場の建設については、
地区役員との協議を行い、また、
地区説明会も開催し、地区の意見
を十分取り入れ、地区の同意を得
た上の設計とした。
　管理方法については、通常指定
管理者による管理で対応するとこ
ろであるが、新設施設であること
から、当分の間は、市直営で運営
することで検討している。

　新公衆浴場は、平成２７年３月
に完成「入来温泉湯之山館」と命
名した。
　平成２７年４月から当分の間
は、市直営での運営を行う。その
後の管理方法ついては、指定管理
者制度等検討していく。

○ ○
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開催
年度 議題 地区 議題内容 所管課 回答概要 進捗状況（H２４年度末現在） 進捗状況（H２５年度末現在） 進捗状況（H２６年度末現在）

地区振
興計画

H25当
初予算

H26当
初予算

H27当
初予算

事業
完結分

Ｈ２６ １ 副田
利活用しやすい地区コミュニティセ
ンターの条件緩和と改善について

文化課

　議題の副田地区の御要望を踏まえ、今後、
副田地区コミニティ協議会等の利用について
は、一定のルールのもとに飲酒も認める方向
で検討したい。
　別途協議の場を設定させていただきたい。

　一定のルールのもとにおいて飲
酒ができるようにした。

○

Ｈ２６ １ 副田
利活用しやすい地区コミュニティセ
ンターの条件緩和と改善について

防災安全課

　市内の各避難所の状況を詳細に調査し、必
要とする設備や物品等を把握しながら、今
後、市全体の避難所について年次的に整備を
したい。予算的なこともあり、少し時間等も
かかるが、御理解・御協力をお願いしたい。

　指定避難所の生活環境整備とし
て、和式トイレしかない施設に
は、年次計画を立てて、洋式トイ
レの整備を進めることとしてい
る。
　今後も、必要とする設備や物品
等を把握しながら、市全体の避難
所について年次的に整備をした
い。予算的なこともあり、少し時
間等もかかるが、御理解・御協力
をお願いしたい。

Ｈ２６ ２ 清色
歴史ある文化遺産が豊富な地域を核
とした、地域活性化への具体的な取
り組みへの対応

文化課

　これまで以上に地域の皆様と対話する機会
を設け、市で策定した街なみ環境整備事業計
画の見直しなども、関係の皆様と連携し取り
組みたい。

　街なみ環境整備事業で誘導案内
板を5基設置した。
　旧増田家住宅が重要文化財に指
定された。

○

Ｈ２６ ２ 清色
歴史ある文化遺産が豊富な地域を核
とした、地域活性化への具体的な取
り組みへの対応

観光･ｼﾃｨｾｰﾙ
ｽ課

　武家屋敷への観光客入込客数の更なる増加
と、地域にお金を落としていただく仕組み等
を考えていくために、武家屋敷群に関わる
方々と観光による地域活性化について、勉強
や意見交換を実施したい。
　また、地域活性化委員会を発足したいとの
ことであるので、私どもとしても、この会に
参加させていただき、一緒に知恵をしぼって
いきたい。

　入来武家屋敷群を舞台に、市グ
リーン・ツーリズム推進協議会が
中心となり、訪日外国人４名の民
泊受入を行った。
■テーマ：正統派のＳＡＭＵＲＡ
Ｉ(サムライ)ツーリズムを体感す
る。
■開催日：12月８日～9日
■目的：
①集落の文化を伝える。
②集落の暮らしを体感する。
③郷土料理などの食
■会議等
①受入可能性検討会（３回）
②取組みのための事前説明会・事
後報告会
③地元との作戦会議（３回）

Ｈ２６ ３ 朝陽
若い女性の定着促進と女性の組織化
について

コミュニ
ティ課

　本市では、女性の市政への参画ということ
で、女性５０人委員会を設置している。
　当地区コミュニティ協議会からも、毎年１
～２名の方に参加していただき、卒業されて
いる。
　４８地区の地区コミュニティ協議会長さん
方の会議が年４回ある。１１月の会では、男
女共同参画の視点で、講演会や意見交換の場
も予定している。この中で、女性の登用・組
織化について、意見交換できればと考えてい
る。

　性別や年齢に関係なく誰もが安
心して快適に暮らせるまちの実現
のため、女性50人委員会では第
5期から男女共同参画の視点に
立った地域づくり事業構想策定に
取り組んでいる。平成27年4月
から名称を女性チャレンジ委員会
と改め、更に女性の活躍支援や
ネットワーク作りを進めていくこ
ととしている。

Ｈ２６ ４ 大馬越
「きんかんの里」施設周辺の一帯整
備について

建設維持課

　昨年、地区コミュニティ協議会の方と協議
して、市としてできることは、シーズン前に
伐採等の作業をすることにしている。支所に
確認したところ、今年は、未だ日程が決まっ
ていないようであるので、対応したい。

　H26.8月伐採業務委託実施

Ｈ２６ ４ 大馬越
「きんかんの里」施設周辺の一帯整
備について

農政課

　清浦渓谷・きんかんの里活性化部会を設立
され、生産販売の推進、振興策、経営分析の
話合いをされるとのことである。我々も一緒
になって、経営安定を存続するため、この既
存の施設をどのように生かすことができるか
等、今後の計画等について、地元と協議し、
先ずは戦略を練りたい。

　地元・所管課・支所と今後の方
向性について協議を重ね、施設の
有効活用について、引き続き検討
したい。

Ｈ２６ ５ 八重 環境維持について 建設維持課

　できる範囲を実施していただき、それ以外
については、市で（業者）委託する等を考え
る。また、木が覆いかぶさっている道路があ
れば、地主さんの了解のもと、高所作業車の
委託で、道路境界まで伐採を実施している。
これらの御活用をお願いしたい。

・H26.7月下旬  幹線道路伐採業
務委託実施
・直営維持補修班により年３回伐
採実施(7月・10月・3月)
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